
名
古
屋
市
な
ど
で
開
催
中
の
国
際
芸
術
祭

「
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
」
。
美
術
館
だ
け
で
な

く
、
ビ
ル
の
壁
や
空
き
店
舗
な
ど
街
な
か
の
空
間
を
使

っ
た
現
代
ア
ー
ト
の
展
示
が
特
徴
の

一
つ

だ
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
愛
知
県
春
日
丼
市
の

一
風
変
わ

っ
た
場
所
で
、
現
代
美
術
の
展
覧
会
が

開
か
れ
て
い
る
。
暗
く
、
長
い
空
間
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
―
。
　

　

　

　

　

（
宮
川
ま
ど
か
）

ア廃
線
ト
ン
ネ
ル

■
卜
で
演
出

愛知・春日井で現代美術展

Ｊ
Ｒ
中
央
線
定
光
寺
駅
。
駅
か

ら
庄
内
川
沿
い
に
三
百
房
ほ
ど
進

む
と
、
赤
れ
ん
が
造
り
の
重
厚
な

ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ

は

一
九
〇
〇
年
、
名
古
屋
市
と
岐

阜
県
多
治
見
市
と
を
結
ん
で
開
通

し
た
旧
国
鉄
中
央
線
の
上
。
複
線

電
化
に
伴
い
六
六
年
、
廃
線
と
な

っ
た
。

光
を
浴
び
た
の
は
二
〇
〇
六
年

だ
。
市
民
の
手
で
、
全
長
八

ロ
キ
に

わ
た

っ
て
十
三
基
の
ト
ン
ネ
ル
の

存
在
を
確
認
し
■
愛
岐
ト
ン
ネ
ル

群
」
と
命
名
。
そ
の
う
ち
、
春
日

井
市
に
位
置
す
る
二

¨
七

ロ
キ
分
ヽ

三

‐～
六

号
の
ト
ン
ネ
ル
が
経
済
産

業
省
の

「近
代
化
産
業
遺
産
　
続

３３
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

一今
回
の
展
覧
会

「
荒
野
ノ
ヒ
カ

リ
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
愛
岐
ト

ン
ネ

ル
群

保

存

再

生

委
員

会
」

（
会

員

百

十

二

人
）
が

整

備

す

る
、
こ
の
四
基
が
会
場
だ
。
再
生

委
は
〇
八
年
か
ら
、
春
と
秋
の
計

十
日
間
前
後
、
四
基
を
公
開
。
自

然

を
見

な
が

ら

の
散

策
が
人

気

で
、
年
間
三
万
人
も
の
来
場
者
を

集
め
て
き
た
。

半
面
、
訪
れ
る
人
の
半
分
は
六

十
歳
代
以
上
。

「
未
来

へ
引
き
継

ぐ
に
は
若
い
世
代
に
も
見
て
ほ
し

い
」
と
、
再
生
委
事
務
局
長
の
村

上
真
善
さ
ん
後
し
ら
が
目
を
付
け

た
の
が
、
現
代
美
術
だ
。

「ト
ン

ネ
ル
の
新
た
な
魅
力
を
呼
び
起
こ

す
た
め
に
も
、
美
術
家
の
協
力
を

求
め
た
」
と
村
上
さ
ん
は
振
り
返

る
¨
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
一

プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ト
を
任
さ
れ
た

名
古
屋
芸
術
大
の
高
橋
綾
子
准
教

授
は

「
ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の
が
ア

ト
ト
だ
と
感
じ
た
」
と
初
め
て
見

た
時
の
印
象
を
話
す
。

「ト
ン
ネ

霙
湘雛
穎
亥

こ
邑
ま
れ
に
今
、
美
蔚
喪
を
つ
く

る

上

で
ｒ
そ
れ

が

印

象

的

だ
つ

た
」

●
●

　

　

　

　

・
一
一

■

九
組
の
出
風
作
家
は
、一
愛
岐
ト

ン
ネ
ル
と
い
う
、
特
別
な
空
間
の

意
味
を
引
き
立
て
る
作
品
を
提
示

で
き
る
人
を
選
ん
だ
と
い
う
。
だ

か
ら
だ
ろ
う
、
来
場
者
を
待
ち
受

け
る
九
組
九
様
の
作
品
は
、
音
や

言
葉
、
光
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
仕

掛
け
が
目
を
引
く
。　
　
　
　
　
．

中
に
入

っ
て
す
ぐ
。
占
部
史
人

「
浮
寝
の
旅
」
は
、
砂
浜
で
拾

っ

た
流
本
で
作

っ
た
船
が
浮
か
ぶ
。

ト
ン
ネ
ル
は
い
わ
ば
、
過
去
と
現

在
を
結
ぶ
時
空
の
海
だ
。

ｓ
ｏ
ｆ

ｔ
ｐ
ａ
ｄ

「
１
９
６
１
」
は
、
六

一
年
当
時
の
時
刻
表
を
も
と
に
蒸

気
機

関

車

（
Ｓ

Ｌ
）

の
音

を

再

現
。

一
定
の
時
間
に
な
る
と
、
レ

ー
ル
を
失

っ
た
ト
ン
ネ
ル
内
を
ヽ

見
え
な
い
Ｓ
Ｌ
が
走
り
抜
け
る
。

藤
本
由
紀
夫

「
Ｒ

ｏ
ｏ
ｍ

（
Ａ

ｉ
ｇ
ｉ
　
Ｔ

ｕ
ｎ
ｎ

‐ｅ
ｌ
）
」
は

四
台
の
電
子
キ
■
ボ
■
ド
を
使
っ

た
作
品
「
壁
に
反
響
す
る
不
協
和

音
は
、
漆
黒
の
ト
ン
ネ
ル
を
特
別

な
空
間
に
変
え
る
ｏ
そ
し
て
、
ト

ン
ネ
ル
群
の
最
後
に
あ
る
の
は
、

ド
リ
ア
ン
助
川

「
あ
な
た

へ
の
１

０
０
の
言
葉
」
だ
。
か
ご
の
中
の

紙
片
に
は
、

一
人

一
人
に
贈
る
言

葉
が
書
か
れ
て
い
る
。
記
者
に
は

「
あ

つ
ち
の
偉
そ
う
な
人
よ
り
ヽ

言
の
方
が
要

い
ん
だ
よ

一
。
気
付

け
ば
ず
靴
は
す
す
で
黒
く
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
を
Ｓ
Ｌ
が
走

っ
て
い

た
蹴
獅
「
凛
師
悧
″
ｒ
〓
一
一
一
一

ン
ム
■
レ
に
合
わ
せ

，
三
年
ご
と

に
現
代
美
術
展
を
開
く
考
え
だ
。

大
勢
の
関
心
を
集
め
、
現
在
は
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
七
、
八

号
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
、
現
中
央

線
の
定
光
寺
駅
か
ら
次
の
古
虎
渓

駅
ま
で
の
三

・
五

ロ
キ
を
、
電
車
に

乗
ら
ず
に
抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
。

磁
‐‐‐の
う
ち
七
号
ト
ン
ネ
ル
は
名

古
屋
市
の
所
有
地
に
あ
る
。
中

一て
た
際
に
出
た
土
砂
で
埋
ま
っ
て

い

‐る
‐。
同
市
は

「
土
砂
の
撒
去
や

公
開
が
前
提
で
な
く
、

拠
分
場
管

・理
の
一
環
」
と
し
な
が
ら
も
い
十

月
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
調
査
を

始
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
●

市
民
が
守

っ
た
貴
重
な
産
業
遣

産
と
、
現
代
美
術
。
組
み
合
わ
せ

の
妙
は
今
後
、
ど
ん
な
可
能
性
を

生
む
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
■

◇

「荒
野
ノ
ヒ
カ
リ
」
は
二
十
七

日
ま
で
の
土
、
日
曜
、
祝
日
だ
け

公
開
。
有
料
¨
⑩
事
務
局
＝
電
０

８
〇
八
９
４
９
２
）
５
４
５
８

砂浜で拾 った流木で作 つた船を浮かべた
占部史人「浮寝の旅」士愛知県春 日井市で

空
間
の
意
味
を
強
調

産
業
遺
産
再
生
へ
弾
み

で 圧ヵ″

甲 愛岐トンネル群

「荒野ノヒカリ」会場


